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I . 緒言
小 林 聡
ポ ーランドの作曲家ク シ シトフ ・ ペンデレ ツ キ Krzysztof Penderecki (1993一） は予
1958年から1960年にかけて初期の重要な作品を次 々 と完成させている。 『ダヴ イデの詩編
Palmy Dawida』 （1958） 、 『エマネ イ ション Emanacje』 (1959） 、 『ストローフ S仕ofy』
(1959） 、 『アナクラ シス Anaklasis.』 （1960） 、 『時と静寂の次元 Wymiary czasu i ciszy』
(1960） 、『広島の犠牲者に捧げる哀歌 Tren o:fiarom 回rosz加y』 （1960） 等である。 これ
らの作品の音響効果と表現力は当時の音楽界で高く評価され、 ベンデレ ツ キに作曲家と し
ての世界的な名声をもたら した。
「広島の犠牲者に捧げる哀歌』 は、 暗示的な タ イ トルの影響を否定できないが、 これら
の作品の中でも、 彼の個性が明瞭に感じられ、 最も演奏の機会が多く、 世界的にも高い評
価を受けている作品である。 この作品は1960年に完成され、 同年ゲオルグ ・ フイテルベル
ク記念作曲コンクールで 3 位に入賞し、1961年には国際作曲家会議でユネスコ賞を獲得 し、
2 0世紀の音楽作品のなかで最も有名なものの一つになった。 「広島の犠牲者に捧げる哀歌』
をペンデレ ツ キの初期を代表する作品と言っても過言ではない。
この作品を分析 し、 1960年代の前衛音楽に大きな足跡を残 したペンデレ ツ キの作曲技法
の魅力を解明することが本稿の目的である。
n . ぺンデ レ ツ キ の生い立 ち
1 . 少年時代のぺ ン デ レ ツ キ
ク シ シトフ ・ ペンデレ ツ キ Krzysztof Penderecki は、 1933年11 月 23日 、 デ ン ピ ツ ア
Debica で、 弁護士の父ダデウス ・ ペンデレ ツ キ Tadeus Penderecki と母 ゾフイア Zofia
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の 聞に生まれた。 デン ビ ツ ァ はポーランドの古都クラクフ Krakow から東へ100キロ程の
とこ ろにある小さな町で、 周 囲には植林された正陵地帯が広がっている。 40年ない し50年
前の人 口は 1 万人程度であったが、 現在は当時の 2 倍以上になっている。 町には、 大きな
タ イ ヤ工場、 染色工場、 食肉貯蔵庫が、 それぞれ一軒ずつあり、 土地の産業を支える基盤
となっている。
子供の頃のク シ シトフには特別な音楽的才能は見られなかった し、 ベンデレ ツ キの家系
からは今までプロフ ェッ ショナルな音楽家が出たことはなかったが 2 ）、 音楽はク シ シト
フの身近なとこ ろにあった。 彼の父は音楽愛好家でヴ ァ イ オリンとピアノを楽 し み程度に
は弾くことができ、 音楽仲 間を 自 宅に集め、 室内楽を楽 し んでいた3 ）。 幼いク シ シトフ
は土地の女性音楽教師からピアノのレッスンを受け始めたが、 長続きは しなかった。 おそ
らく、 彼女の手には負 えなかったのであ ろう 4）。
1933年にポーランドで生まれたク シ シトフ・ペンデレ ツ キにとって第二次世界大戦は、
彼の少年期に影を落とす不可避の痛ま しいできことで、あったに違いない。1939年 9 月 1 日、
ナ チ・ド イ ツ が ポーランドに侵入 し、 第二次世界大戦が勃発 した。 この時、 ク シ シトフは
小学生だ、った。 彼の家族は銀行の 階上にあるアパートメントに住 んでいたが 5）、 そこを
食糧庁に 占拠され、 ユダヤ人が住んでいた家に移された 6）。
1944年 8 月 、ナ チ・ド イ ツがソ連戦線から撤退 し、デンピ ツ ァ の束に守備陣地を作り 6 カ
月 間駐留 したため、 そこに住む人 々 は恐怖にさらされた。 ベンデレ ツ キの家族もあちこち
を点 々 と しなければならなかった 7 ) 。
少年期を戦禍のなかで送ったク シ シトフ・ベンデレ ツ キは 自 由を切望 した。 彼はナ チ・
ド イ ツ のユダヤ人大虐殺を目のあたりに しているが、 ユダヤ人が集められ、 強制収容所に
連れて行かれるのを、 自 宅の窓から カ ーテンに隠れて見つめること しかできなかった 8 川 。
彼は、 中等学校時代に反ス タ ーリンのスロー ガンをト イ レの壁に書いたことがある。 その
時、 校長はク シ シトフの父親を呼びだ し、 ク シ シトフを退学から救うために注意を与えて
いる叩）。
ポーランドは第二次世界大戦によって、 壊滅的な打撃を受けた。 600万人以上の人命と、
総資産の38%を失った。 人 々 が営 々 と築いてきたものは、 すべて破壊され、 首都 ワ ル シ ャ
ワ は廃嘘と化 しII）、 領土も戦前の2 0%を失った。 1945年 1 月 、 ソ連軍の進攻によってポー
ランドの復興が始まるが、 ポ ーランドは以後40年間以上もソ連の厳しい監視下に置かれる
ことになる。
戦後、 ペンデレ ツ キ家の新 しい生活が始まり、 タ デウス・ペンデレ ツ キは弁護士の仕事
を再開 した。 ク シ シトフは小学校を卒業 し、 1946年には中等学校に入学 した。 彼は中等学
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校の最初の 2 年 間の課程を 1 年 間で終了し、 1951年に 18才で卒業 している凶 。 ク シ シト
フは中等学校に通いながら、 独学でヴ ァ イ オリンを始めた。 その後、 デンピ ツ ァ の軍楽隊
の隊長で教 師でもあったス タ ニス ワ フ・ダル ワ ク Stanislaw Darlak に 師事し、 音楽に対
する奥味が次第に増して行き、 14才から15才の頃には、 ヴ イヴ ァ ルデイのヴ ァ イ オリ シコ
ンチェ ルトやバッハの無伴奏ソナ タ 等を弾く程にまで上達していた13 ) 14）。
2 . ク ラ ク フ でのペ ン デ レ ツ キ
1951年、 中等学校を卒業したク シ シトフは、 ヴ ァ イ オリニストにな ろうと決心し、 クラ
クフに出ていった15）。 クラクフは中世の面影を残す美しい町である。 ク シ シトフは、 ク
ラクフの大学で、 哲学、 ギリ シ ャ 語、 ラテン語などを聴講しながら、 最初に、 ヴ ァ イ オリ
ンをス タ ニス ワ フ・ タ プロ シ ュヴ ィ ッチ Stanislaw Tawroszewiz に、 音楽理論をフラン
チ シェック・スコウ ィ シェ フス キ Franciszek Skolyszewski に 師事している。 フランチ
シェ ック・スコウ ィ シェフス キは、 数学、 物理学に造詣が探く、 ピアノ演奏にもす ぐれた
作曲家であった。 ク シ シトフ・ペンデレ ツ キは彼のレッスンを受けながら、 作曲への興味
を高めていった16) 0 
ク シ シトフ・ペンデレ ツ キは、 一年後に中等音楽学校のヴ ァ イ オリン・クラスに入学し
たが、 ヴ ァ イ オリニストになることをあきらめ （学校ではずっとヴ ァ イ オリン・クラスに
在籍したが） 、作曲家になることを考えるようになった。フランチ シェック・スコウ ィ シェ
フスキの影響はもち ろ んだが、 旗奏家をめ ざして行くには晩学過 ぎたことに気づいたので
ある17) 0 
1954年、 ペンデレ ツ キは5 年間の中等音楽学校の課程を3年間で卒業し、 クラクフ音楽
大学に入学した。 ここでは主にアルト ウ ール・マラフス キ Arhur Malawski に 師事した。
マラフスキは シマノフス キ K . Szymanowski (1882 - 1937） 以後の ポーランドで最も重要
な作曲家の一人と考えられていた。 マラフス キは二つの交響曲の他、 相当数のオーケスト
ラ作品やピアノとオーケストラの作品、 室内楽作品、 合唱曲や歌曲を残している。 ペンデ
レ ツ キはマラフス キから多くの作曲技術を吸収していたが、 残念なことにマラフス キは
1957年12 月 に逝去してしまい、 その後卒業まで数 ヵ 月 間、 名目的 にス タ ニス ワ フ・ヴ イエ
ホヴ イ ツ チ Stanislaw Wiechowicz (1893- 1963） に師事した18）則 。 ヴ イエ ホ ヴイ ツ チ は
合唱曲の作曲家として有名であったカ割 、 ペンデレ ツ キが彼から学 んだものは少なかっ
た2 1) 。
ペンデレ ツ キはクラクフ音楽大学在学中も、 彼がクラクフで最初に音楽理論を 師事した
フランチ シェック・スコウ ィ シェフスキと親しく交流を続けている。 ベンデレ ツ キ はよく
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スコウ ィ シェフスキや大学の友人たちとデンピ ツ ァ にドラ イ プし、 両親の大きな家で音楽
を楽しんでいた。 また、 スコウイ シェフスキは、 時々 ペンデレ ツ キの家族とデンピ ツ ァ で
ピアノ独奏や室内楽を楽しみながら休暇を過 ごした。 この時には、 ベンデレ ツ キの家で活
発な討論と興味深い イ ブニング・コンサートが行なわれていた22）。
3 . 楽壇へのテe ビ ュ ー
1958年、 ペンデレ ツ キはクラクフ音楽大学を優秀な成績で卒業し、 同時に同大学の助手
になった。 この後、 彼は作曲家として、 また教育者として活躍して行くことになるが、 こ
こで、 彼の学生時代の作品を調べてみたい。
『ス タ ッフの詩に ょ せるバリトンとピアノのための二つの歌』 （1955 - 1958) 
後に、 作曲者 自 身によって破棄 さ れている紛 。
r弦楽四重奏曲』 （1956 - 1957) 
後に、 作曲者 自 身によって破棄 さ れている制 。
『クラリネットとピアノのための三つの小品』 （1956)
クラクフ 音楽大 学クラリネット教授のウラジ ス ワ フ・コ シ エ ラドス キ Wladyslaw
Kosieradzki に献呈 さ れ、 出版 さ れている25）。
『アルト ウ ール・マラフスキの霊に捧げる碑銘」 （1958)
ペンデレ ツ キ のクラクフ音楽大 学卒業作品で、 1958年 6 月 、 ミ ハウ・ パラノフス キ
Michal baranowski 指揮のクラクフ・フ ィ ルハーモ ニー管弦楽 団によって初演 さ れてい
る26）。
主なものは以上の 4 曲であるが、これらのなかで特に彼の個性を強く感じ させるものは、
「アルト ウ ール・マラフス キの霊に捧げる碑銘』 である。 この作品は、 アルチ ュ ー 1レ・オ
ネゲル Arthur Honegger の弦楽交響曲の影響下にあるが、 2 4才のペンデレ ツ キのす ぐれ
た才能が現れている27）。
クラクフ音楽大学卒業の翌年1959年の春、 ペンデレ ツ キはポーランド作曲家連盟主催第
2 回青年作曲家コンクールで、『ストローフ』 が第 1 位、『ダヴ イデの詩編』 と『エマネ イ
ション』 が第 2 位を獲得し、 三つの賞を独 占した。 ペンデレ ツ キはこの時から、 ポーラン
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ド圏内で一躍有名になった。 ここで、 これら 3 作品の初演記録を調べてみよう。
『ストローフ』
1959年 9 月 17日、 「 ワル シ ャ ワ の秋」において初演されている。 ソプ ラノ ＝ ゾフイア・
ス タ フル ス カ Zofia Stachurska、 語り 手＝ フ ラ ン チ シェ ッ ク・ デ レ ク タ Franciszek
Delekta、 ア ンジェ イ ・マルコフス キ Andrzej Markowski 指揮の シロ ン スク交響楽 団 室
内管弦楽団創 。
ア ンジェ イ ・マルコフス キに献呈されている。
『ダヴ イデの詩編』
1959年10 月 9 日、 クラクフで初演されている。 演奏はア ンジェ イ ・マルコフス キ指揮の
ポーラ ンド放送合唱 団と管弦楽団29）。
『エマネ イ ショ ン』
1961年 9 月 7 日、 「ダルム シ ュ タ ット夏期講習」において初演されている。 演奏は ミ ハ
エル・ギーレ ン Michael Gilelin 指揮フラ ンクフルト交響楽団弦楽団30）。
これらの入賞作品のうち『ストローフ』 と『ダヴ イデの詩編』 は、 入賞決定からわずか
数 ヵ 月 のうちに初演されている。 このことは若い駆出 しの作曲家にとっては大きな幸運で
あった。『ストローフ』の初演は、 ペ ンデレ ツ キを世界の舞台へ導くことになる。 「ストロー
フ』 は、 旧 西ド イ ツ の ツェ レ Celle から 「 ワ ル シ ャ ワの秋」に出席 していた音楽出版者、
ヘルマ ン・メック Hermann Moeck に認められた。メックは、『ストローフ』をパーデ ン・
パーデ ン Baden-Baden の西南ド イ ツ ラジオ放送局の音楽部門の責任者で、 ド ナウエッ シ
ン ゲ ン Donaueschingen 現代音楽祭を設立 し、 運営 しているハ イ ン リ ヒ ・ストローベル
Heinrich Strobel 博士に紹介 した。 ストローベル博士は『ストローフ』 に好感を持ち、 ペ
ンデレ ツ キに翌年1960年のドナウエッ シ ン ゲ ン音楽祭のための新作を委嘱 したのである。
この時からベ ンデレ ツ キの音楽は西 ヨ ーロッパに非常な速さで広がっていった3 1) 。
m . 「広島の犠牲者に捧げ る 哀歌』 作曲 当 時





第二次世界大戦後、 ポーランドは東側の一員として再建され、 次第に復興 して行く。 音
楽文化の復興もめ ざましかった。 1945年 2 月 、 開放された各都市でいち早くオーケストラ
のコンサートが開催され、 6 月 には ワ ル シ ャ ワに音楽院が開校され、 9 月 にはクラクフで
ポーランド現代音楽祭が開催 さ れた。 その他にも劇場・ホ ールの建設、 音楽学校の改革、
演奏や出版の援助などが行なわれた。
しかし、 1945年から1955年にかけての10年間はス タ ーリンの社会主義リ アリズ ムに音楽
も支配されていた。 しかも東西の「冷戦」 によって西 ヨ ー ロッパとの交流も ほとんど途絶
えていた。
1956年 2 月 の第2 0 回ソヴイエト共産党大会におけるス タ ーリン主義批判を契機にして、
東側諸国も新しい局面を迎えた。 いわゆる「雪解け」 が到来 し、 西 ヨ ー ロ ッ パとの交流も
復活した。 ポーランドではこの年、 第1 回 「 ワル シ ャ ワの秋」現代音楽祭が開催され、 57
年には ワ ル シ ャ ワ 放送局内に電子音楽の実験ス タ ジオが設置され、 58年には第1 回青年作
曲家コンクールが開催された。 ダル ム シ ュ タ ットの夏期講座に も 多くの若手作曲家が参加
し、 新しい情報に接した。
西 ヨ ー ロッパとの接触によって、ポーランドの音楽界は急速に変化し、「ポーランド楽派」
とも呼ばれる前衛音楽が台頭し始めていた。
2 . ベ ン デ レ ツ キ の生活
1959年12 月、 ペンデレ ツ キは前述のコンクールで 2 ヵ 月 間の奨学金を得て、 イ タ リ ア へ
出発し、 ヴェ ニ ス 、 フ ィ レン ツェ 、 ローマ、 ナ ポリ等の大都市と シチリ アを訪れたり、 彼
が傾倒していたル イ ジ・ノーノ L凶gi Nono に会っている。 ベンデレ ツ キはこの イ タ リ ア
旅行の聞に r広 島の犠牲者に捧げる哀歌』のスケッチを始め、 ス ト ロ ーベル博士からの委
嘱にとりかかり『 ア ナクラ シ ス』を作曲していた32 ） 。
1960年には、 ペンデレ ツ キは 同時に三つの作品の作曲に取り組んでいた。 『広 島の犠牲
者に捧げる哀歌』、『 ア ナクラ シス』、 『時と静寂の次元』 で、 いずれも彼の初期の作品の中
で重要なものである。 そのこ ろの彼の仕事場は、 専用の書斎ではなく華麗な アール・ ヌ ー
ボー装飾で有名な カ フェ・ ミ ハリコーヴ ァ というレストランであった。 若いペンデレ ツ キ
は、 毎日、 カ フェ・ ミ ハリコーヴ ァ のコーナーの小さなテー ブルの上で作曲をしていた。
このことは彼がレストランの喧騒を好んだためではない。 早婚だった彼は、 当時、 台所っ
きの一部屋に、 ピ ア ニ ストであった妻パルパラBarbara とその母、 5 歳の娘ベ ア タ Beata
と犬と住んでいたが、 この中で妻がピ アノを練習したためにペンデレ ツ キが仕事をできる
場所は家の中には無かったのである。
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ペンデレ ツ キが カ フェ ・ ミ ハリコーヴ ァ での作曲を余儀なくされたことは、 彼にとって
はとても喜ば しいことではなかったと思われるが、 彼に新 しい記譜法を考案させる契機に
なったと言われている。 ミ ハリコーヴ ァ の小さなテー プルの上では楽譜の細部まで書き付
けることはとうてい不可能であり、 ペンデレ ツ キはスケ ッ チに省略記譜法を用いて みた。
いずれは伝統的記譜法で清書 しようと考えてはいたが、 グラフイ ツ クな省略記譜法が彼の
音楽の本質を表現するのには最良の方法だという結論に達 し、 伝統的記譜法を ほとんど完
全にや め て しまったということである幼 。
ここで、 ペンデレ ツ キの作品と記譜法との関係を考えて みたい。 彼の作品の前衛的な性
格を伝統的記譜法で表すことは非常に 困 難であり、 殊に伝統的な音楽で用いられ ていな
かった奏法については、 まだそれを表す記譜法が無く、 ペンデレ ツ キ 自 身が考案 しなけれ
ばならなかった。 つまり、 彼の発想が今までの手法では表現できないものを求め ていたた
めに、 彼の作品には新 しい グラフイ ツ クな記譜法が必要不可欠なものであり、 彼がこのよ
うな記譜法を考案するのは必然的なことであった。
3 . タ イ ト ルの由来に つ い て
1960年、 ペンデレ ツ キはわずか 2 日間で 「広島の犠牲者に捧げる哀歌』を書き上げた。
この作品は当初、 その演奏時聞から単に 『 8 分37秒』と題されていたが、 ゲオル グ ・ フイ
テルペルク記念作曲コンクールに出品するために少 し手を加 え て 『52 の弦楽器のための哀
歌 8 分2 6秒』 と変更 し、 3位に入賞した。 さらに61年には、 パリで行なわれた国際作曲家
会議の出品に際 し て現在の タ イ トルに再度変更 し、 ユネスコ賞を獲得 し ている。 このよう
な経緯を考えると、 ベンデレ ツ キがこの作品を標題音楽として書いたのではないことは明
らかである。
ペンデレ ツ キには 『広島の犠牲者に捧げる哀歌』、『アウ シ ュヴ イ ツ ツの犠牲者を追悼す
るオラトリオ、 怒りの日 Dies irae』等、 人 聞社会の悲劇的状態を タ イ トルに した作品が
あるが、 彼 自 身はこの点について次のように語っている。
子供の頃、 戦争というわた しに強烈な印象を残 した経験を受けたのです。 それで私は
ヒ ュ ーマニズムの表現と し てこれらの作品を書きま した。 暴力 や迫害、 それに独裁政
治や戦争、 このようなものに反対する思想からのものです。 （これらの作品を） 意識
的なマニフェ ストと し て書いたことはありません。 私は政治的なことを追求すること
は しないのです。 だれ しも戦争や原子爆弾を好むはずはないけれども、 そのような意
志が作曲の動機になっているとは私の場合いえません。 である し、 もともと 自 分の音
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楽をマ ニフェ ストと して書くよ う な意志がはじめからないのです。「 ヒロ シ マ』ですが、
これは完成 してからある日、 原爆を内容とするドキ ュ メ ントをみ たこ と があります。
これに ひじ よ う に強く打た れて、 この曲を広島の犠牲者に捧げたのです。 私は個人と
してのオピニオンを表現するけれども、 これは政治的なマニフェ ストとい う ことでは
ありませんω 。
このペンデレ ツ キの言葉からも、 「広島の犠牲者に捧げる哀歌』が標題音楽ではないこ
とは理解できるが、 彼が 自 身の作品を政治的なマニフェ ストではないと述べていることに
ついては、 彼の戦争体験や中等学校時代の行為紛 を考えると言葉どおりには受 け取るこ
とができない。 これまで『広島の犠牲者に捧げる哀歌』の タ イ トルの由 来を強調 してきた
のは、 この曲が世界中で演奏 さ れるよ う にな っ た経緯とこの衝撃的な タ イ トルが無縁では
なく、 また実際にこの曲が原爆を描写 していると誤解 している人が多いた めなのである。
松下真一氏はこの作品について次のよ う に延べている。
とこ ろ で、 この 「哀歌」であるが、 原題は単に 「Tren」であ っ て場合によ っ ては、
“Ofiarom Hiroszimy” とい う 言葉が 附加 さ れてい たり、 いなか っ たりする。 とこ ろ
がこれが 日 本で演奏 さ れた折に大変困 っ た事態が発生 し た。 この曲の途中で突如と し
て弦のピッチ カ ートや駒の向こ う で四弦の急激なア ルペッ ジョ、 コル・レー ニョ、 掌
や或いはハン カ チで包んだ胡桃の実で胴を叩いたりする打楽器的音塊がチェロから始
ま っ て 次 々 にヴ ィ オラ、 ヴ ァ イ オ リ ン、 コントラパスと伝播 し、 そ れが一分間程度の
喧騒の渦となる所がある。 そ れだとか、 駒の真上、 あるいは緒留の上を弾く異様な音
群、 四分音の塊りなどがもたらす異状で緊張 し た持続、 そ して最後には雄大な四分音
の帯が 責任 から ゆ っ くりデイ ミ ヌ エンド pppp の静寂 に解消するあ たり、 不用 意に聴
け ば、 広島への空襲と原爆投下、 その混乱と破壊、 そ して痛ま しい被害者への祈りと
黙祷の沈黙、 と受け取られない事はない。 そ して 自 他共に音楽通をも っ て任じ、 現代
音楽 祭なと守への援助 さ え惜 しまなか っ た 某実業家が 「ベンデレ ツ キ にはまだ原爆が
解 っ ていない。 あ れは ポーランドが体験 し た 普通の爆弾か機銃掃射 ぐらいの所だ
ネェ。」と私に語っ た時も、 私は笑えなか っ たのである制 。
松下氏が指摘 しているよ う に、 この作品は強烈な タ イ トルが曲想と結びついて標題音楽
であると誤解 さ れやすいのであるが、 この作品の持つ ポ ピ ュラ リ テイが『広島の犠牲者に
捧げる哀歌』とい う タ イ トルにも負 う ていることは確かである。
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N . 『広島の犠牲者に捧げ る 哀歌』 に対す る 評価
1 . 初演
先にも述べたように、 『広島の犠牲者に捧げる哀歌』 は ゲオル グ ・ フ ィ テルベル ク 記念
作曲コンクールで第 3 位を得ているが、 この時に非公開で演奏 ・ 録音 さ れている。 演奏は、
この作品に最初から誠実に取 り 組 ん だ 唯一の楽 団と 言われ て いる ヤ ン ・ ク レ ン ツ Jan
Krenz 指揮の ポーランド放送交響楽団であっ た紛 。 この録音 テープ がパ リ に送られ、 国
際作曲家会議ユネスコ賞を獲得 し たのである。
1961年 9 月 、 「 ワル シ ャ ワ の秋」において『広島の犠牲者に捧げる哀歌』 が一般の聴衆
を前に し て初演 さ れた。 演奏は、 アン ジェ イ ・ マルコフス キ 指揮の ク ラ ク フ ・ フ ィ ルハー
モ ニー管弦楽 団 で、あった。 この作品は、 文字通 り 、 広島の犠牲者に捧げられている。
2 . 評価の推移
初演の後 し ばらくは、 『広島の犠牲者に捧げる哀歌』 に対する大方の評価は決 し て 高く
はなかっ た。 西ド イ ツ の音楽学者で批評家の カ ール ・ H · ヴェル ナー Karl H .  Worner は、
この作品を 「作曲法と楽器法において高度な個性的技術を用いた 、 明らかに絶望的で大地
を揺るがすような雰囲気を持つ実に当惑 さ せる作品」と書いている的 。
この作品に対 し てなかなか理解を示 さなかったのは批評家 ばか り ではなかっ た 。 オーケ
ス ト ラの演奏者たちには何度も 「楽器が壊れる」という理由で演奏を拒否 さ れている。 こ
のようなとき、 当時では唯一 だった録音テープ （ヤン ・ ク レン ツ 指揮ポーランド放送交響
楽団の演奏による） を演奏者たちに聴かせ、 彼らを説得 し たのだった 。 この テープ の説得
力は大きかった がいつでもうまくいくわけではなかった。 第15回 ヴェ ニ ス 音楽祭で、 ブルー
ノ ・ マデル ナ Bruno Maderna がこの作品を演奏 しようと し た時には、 P A I 放送交響楽
団に断固と し て拒否 さ れ、 演奏が実現 しなかったのである。 ケルンやその他の多くの都市
でも、 この作品を演奏 しようと し て 、 同じようなことが起こった刻 。
演奏者たちに受 け入れられにくかったのは、 主に彼らにとって不慣れな記譜法と彼らに
対 し て 求められた弦楽器の新 しい演奏法で、あった。
演奏者たちによる拒否事件から 2 年ほと寺たった 頃、 ベンデ レ ツ キは彼 自 身の前衛的な書
法について次のように述べている。
これらの一見新 しいものに見える音響は、 きわめて古い習癖と結びついたものです。
ヴ ァ イ オ リ ンの最高音での ゆるやかなヴ イ ブラー ト 、 あるいは グ リ ッサンドの密集は、
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弦の上ですべらせるという こ の特殊な音響学的現象へのもう ひとつの試みであり、 し
かも、 すでに中世音楽の中で用いられてきたものではないで、し ょ うか。 いったい、 こ
の習癖一一先の音響学的現象の美的感覚の原型といってもよいでし ょ うーーはーどこか
ら来たのでし ょ うか。 私が勝手に考えだしたわけではありません。 私がとり入れた方
法は、その楽器の特徴的な響きの幅を拡げたものにす ぎません。ち ょ うどかつてのピッ
ツ イ カ ート、 トレモランド、 フラジョレット、 グリッサ ンドあるいはコル・レーニョ
の演奏と同じようなものです。 私が弦楽器にとり入れた発音法のいくつかは、 一見、
打楽器的特徴をもっていますが、 それにもかかわらずこの楽器の響きと結びついてい
ます。 これは、 ヴ ァ イ オリンの ピッツイカートによる場合と 同じことです。 ここでは、
打楽器がかき鳴らし楽器に変わったとはいっても私たちにかかわりがあるのは、 あい
かわらずヴ ァ イ オリンそのものの音であり、 それはギ タ ーなど他の弦楽器とは異なっ
た音なのです。 こうした方法で、 あるいは別の方法で、 こすったり、 ひっ ぱったり、
たたいたりするとき、 弦と反響箱からなる楽器に、 ほかでもないこうした構造を持つ
楽器に、 私たちは常にア タ ックしているのです一一それが響きの性格を決定している
のです。 同じことがさま ざまな楽器について言えると思いますが、一般的な見解では、
さま ざまな楽器に次第に新しい効果をつけ加え、 範囲を大きくしてはいますが、 本質
的に変わることの無い特徴的な “楽器の ひびき” の限界内にとどまっているのです3針 。
このようなペンデレ ツ キの論拠を認める演奏家は60年代初期には少なく、 酷評する批評
家 も 多 かっ た が、 ポー ラ ン ド の 若 い 批 評家、 タ デ ウ ス・ A・ ジェ リン ス キ Tadeus
A. Zelinski は興味深い意見を述べている。
この作品の総譜を眺めていると、 ベンデレ ツ キの斬新さと絢嫡たる着想におど ろ か ざ
るをえない。
しかし 『哀歌』 の正しい評価は、 その演奏を聞 いたのちにはじめて可能である。 演奏
を聞いているとおど ろくべき事実に直面するからである。 これらの効果がすべて、 深




1964年、 ベンデレ ツ キは 『広島の犠牲者に捧げる哀歌』の作曲者として、 広島市の原爆
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世界が大きな人 間的な家族と なることをめ ざす全人類の努力は、 たとえそれがいっ
さ いの戦争の無意味さによって抹殺されたものであれ、 最後には実を結ぶであ ろうと
私は確信しております。
r広島の犠牲者に捧げる哀歌』 が、 広島の犠牲が忘れ去られることは決してなく、
失われてしまうこともなく、 そしてまた、 広島の善意の人 々 の友愛の シンボルとなる
だ ろ うとの、 私の深い信念をあらわすものとなることを願っております。
1964年10月 12 日
クラクフ
ク シ シトフ・ペンデレ ツ キ41)
12 月 1 日、 この手紙とささやかな贈物の贈呈式と 『広島の犠牲者に捧げる哀歌』 の演奏
が広島で行なわれた。
V . 『広島の犠牲者に捧げ る 哀歌』 の構成
1 . 楽器編成
ヴ ァ イ オリン ー 2 4、 ヴ ィ オラ － 10、 チェロ － 10、 コントラパス － 8 の計52 の弦楽器。
2 . 演奏時間
作曲者の指示によれば 8 分26秒であるが、 1963年 録 音 の ヴ イトルト・ロヴ イ ツ キ
Witold Rowicki 指 揮 ワ ル シ ャ ワ・ フ ィ ルハー モ ニー 管 弦 楽 団 の 演 奏 （PNCD 017 A 
AAD） では 9 分5 秒、 1988年録音の ツイモン・ カ ワラ Szymon Kawalla 指揮 ポーランド
放送交響楽団の演奏 （CDCF 168） では 8 分52 秒である。
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3 . 略語 と 記号
ベンデレ ツ キは、 弦楽器の使用にあたり、 伝統的な奏法では作り出せない種 々 の音色を
導入 し 、 それらに対する記譜法を考案 し、 楽譜を見やすいものに している。
こ の記譜法を表 1 にまとめておく。
4 . 全体の構成
全体は、 以下に示すように大きく三つの部分に分けられる。
第 1 部 1 - 25小節
第 2 部 2 6 - 61小節
第3 部 62 - 70小節
第 1 部と第3部は グラフイ ツ クな記譜法で書かれており、 古典的な意味での 「小節」は
存在 しない。 また、 演奏時聞は総譜の下に、 秒数によって表されている。 本稿においては、
便宜上、 点線によって区切られた一部分を 1 小節と数える こ とにする。
5 . 第 1 部
第 1 部は、 以下に示すように三つの群からできている。
第 1 群 1 - 10小節
第 2 群 10 - 17小節
第3群 17 - 25小節
第 1 群
譜例 1 に示 したように、 こ の曲の 冒頭の小節では、 10個の グループ に分けられた各セク
ションの最高音が 宜 のノン・ヴ イ プラートで、 模倣的に順次導入され、 15秒 間の 第 1 小
節が終了するまでに、 音群が積み重ねられて行く。 2 小節目で、 突然音量が f に弱められ、
緩急のヴ イ ブラートが交互に現われ、 次第に音量は PPP になる。 ここまでが50秒と指示
されているが、 ペンデレ ツ キの新 しい録音では100秒に引き延ばされている42 ） 。
6 小節目からは第 1 群の後半部分に入り、 表 1 に示 した、 できる限り高い音 （ピッチ不
定） のピイ ツイ カ ートやアルコ、 駒の後側での四弦のアルペッジョ、 共鳴板の上を手ゃく
るみの実で叩く等の特殊奏法が用いられる （譜例 2 ）。 こ こでは、 各セク ションが 8 個の
短音からなるパ タ ーンをできるだけ早く繰り返す。このパ タ ーンは、 チェロに現われ、 ヴ ィ
オラ、 ヴ ァ イ オリン、 コントラパスの順に導入されて、 喧騒の雰囲気を醸 し出すが、 次第
に収拾され、 第10小節で、 チェロの p 4 音に帰着する （譜例3）。
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第 2 群
第 2 群はクラス タ ーによる静誼な音楽である。 上行したり下行したり、 拡散した り 収束
したりするクラス タ ーが、 各セク シ ョ ンに模倣的に現われる。 この部分の記譜は、 ペンデ
レ ツ キの記譜法の特徴をよく示している。 譜例3に示したように、 クラス タ ー全体の音域
は、 上の五隷に黒い帯で示され、 クラス タ ーの上限と下限は、 下の 2 段の五線に示されて
いる。 この記譜法はたちまち前衛作曲家に用いられるようになったが、 クラス タ ーの音域
や動きを一目で捉えることができ、 クラス タ ーを表すには非常に便利であると思う。
ここで各セク シ ョ ンの模倣について調べてみたい。 譜例3に示したように、 第10小節に
現われるチ ェロのクラス タ ーは F 4 音のユニ ゾンから始まり、 幅を拡げた後、 次第に幅を
狭めて F 4 音のユニ ゾンに戻る。 これはち ょ うど中ぶくれの形になり、 この形が音域を対
照させながら、 他のセク シ ョ ンで 自 由に模倣されて行くω 。 第11小節では、 ヴ ァ イ オ リ
ンの 1 - 12番奏者が音域の拡がって行く部分を模倣し、 コン ト ラパ ス は中ぶくれの形の拡
がりを大きくし、 模倣している。 第14小節が終わるまでに現われるクラス タ ーは、 すべて
第11小節でチ ェロに現われた形の模倣である。
第15小節に入ると、 各セク シ ョ ンは PPP で四分音の静止したクラス タ ーを作りだし、
10秒間続ける。 第16小節からは、 百 で 四分音の静止したクラス タ ーが 次々 に各セク シ ョ ン
に現われ、 それらは第17小節で、 上行したり下行したりして次第に消 えて行く。
第3群
譜例 4 に示したように、 第3群でも、 ひとつの音高から上下に音域を拡げて行くクラス
タ ーが模倣的に現われる。 各セク シ ョ ンは、 一つの楽器による単音で現われ、 他の楽器が
上下に互い違いに一つずつ 四分音を重ねて行く。 第19小節では、 分厚いクラス タ ーがクラ
イ マック ス を作り出し、 その後、 ヴ ァ イ オリンと ヴ ィ オラは ff のまま突然消 え、 チ ェロ
は グ リ ッサンドで上行し D 3 音に、 コン ト ラパスは グ リ ッサンドで下行し F 1 音に収拾さ
れ、 最後にチ ェロが ノ ン・ ヴイプラー ト で pppp になり、 ゆっくりと消 えて行き、 第 1 部
を閉じる。
6 . 第 2 部
第 2 部では、 譜例5 からも分かるように、 古典的な記譜法が用いられ、 2 分の 2 拍子で
時間的な経過を示しているが、 実際には拍子感は存在していない。 この部分は ウ ェーベル
ンの影響を感じさせる点描主義的 な音楽であり、 この作品の中間部を成している。 また、
ス コ アを見ないで問いただけでは騒音的な音楽にしか聞こ えないが、 カ ノ ンの技法が巧み




ここでは、 主に カ ノンの技法に重点 を 置いて分析 してみたい。
第 2 部においては、 弦楽器群が3個のグループ に分割される。 それぞれの グループ は、
ヴ ァ イ オリン 4 名 、 ヴ ィ オラ3 名、 チェロ3 名 、 コントラパス 2 名の計12 名の奏者によっ
て構成されている。 ヴ ァ イ オリンの 1 - 12 番、 ヴ ィ オラの10番、 チェロの10番、 コントラ
パスの 7 - 10番が、 第 2 部では一度も使われていないことに気付くが、 これは各グループ
の人数 を 均一に し 、 かつ 第3部の冒頭で奏されるクラス タ ーの準備 をするためであ ろ う。
第 2 部の冒頭、 2 6小節から現われる第 1 グループ を 、 38小節から現われる第 2 グループ
と44小節から現われる第3グループ が模倣 し、 カ ノンに なっている （譜例5 ）。 但 し 、 第
3グループ では、 冒頭の 4 小節が省略されているため、 第 2 グループ を 2 小節遅れて模倣
していることになる。
第 2 グループ は、 第 1 グループ を ほとんど正確に模倣 しているが、 楽器と音域が変化 し
ている。例え ば、 第 1 グループ （2 6小節） のコントラパスで奏されるB b 1 音が、 第 2 グ ルー
プ （38小節） では 2 オク タ ー プ高くヴ ァ イ オリンで奏される。 また、 第 1 グループ （2 6小
節） のヴ ィ オラで奏される c 6 音は、 第 2 グループ （38小節） では 4 オク タ ー ブ低くチェ
ロで奏される。 作曲家の入村義夫氏が指摘 しているように43）、 ある部分の音が若干異なっ
ている。 例え ば、 第 1 グループ （2 6小節） のヴ ァ イ オリンで奏されるB 3 音は、 第 2 グルー
プ （38小節） では 1 オク タ ー プと 6 度低い D z 音になっている。 これは印刷の誤植のよう
に思える。 第3グループは第 2 グループ を 4 度上、 あるいは5 度下で模倣 し 、 音域 を 変化
されている。
第 2 部にお いてもう一つ着目すべき点は、 各 々 のグループ が、 それぞれ鏡像 を成 してい
ることである。
例え ば、 第 1 グループ では42 小節と43小節の 聞 を 軸と して鏡像 を成 している。ここでは、
楽器の割り当ても変化 している。 第 1 グループ の第2 6一第2 9小節はこの鏡像から省略され
ている。 第 2 グループ では、 第 1 グループ よりも12 小節遅れ、 第54小節と第55小節の 聞 を
軸と して鏡像を成 している。 第3グループ では、 第 2 グループ よりも 2 小節遅れ、 第56小
節と第55小節の聞 を 軸と して鏡像を成 している。
第 2 部における カ ノンと鏡像の構造について、 ロパート・モー ガン Robert P .  Morgan 
が彼の著書 「2 0世紀の音楽についての評論 Anthology of Twentieth-Century Music.1 の
中で用いた表叫 を参考のために載せておく （表 2 ）。 表の内側に3段で書かれている 1 -
16の数字は、 実際の小節番号 を 表 しているのではなく、 3個のグループ の内容の関係 を 表
して いる。 上段に書かれた mm. 2 6 - 60は実際の小節番号 を 表 している。 Xは、 カ ノン を
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打ち切った後の新 しいフレ ー ズを表 している。
第 2 部を挑めていると、 第47 ー 第52 小節の 聞で、 クラス タ ーが引き延ばされていること
に気付く。 ロパート・モー ガンの表 （表 2 ） では、 この部分を箱型に囲 んでいる。 点描主
義的な第 2 部の中で、この部分だけが雰囲気を変えている。各 グループ とも カ ノンのフレー
ズの第四 一 第13小節で、 クラス タ ーが引き延ばされている。 ロパート ・ モー ガンが述べて
いるように、 ベンデレ ツ キは第 2 部の点描主義的な カ ノンの中間に数小節の変化を与える
ために、 3個の グループ のクラス タ ーが同時に重なるように カ ノンと鏡像を構成 したので
あろう倒 。
譜例 6 や表 2 から分かるように、 カノンが打ち切られた後、 各 グループで第 2 のフレー
ズが模倣的に現われる。 第 1 グループ では56小節、 第 2 グループ では58小節、 第3 グルー
プ では60小節というように、 2 小節間 隔で導入される。 ここでは、 第 6 小節で現われた弦
楽器の特殊奏法が用いられ、 第 2 部の カ ノンと第3部を連結 している。
3 . 第 3 部
第3 部の 冒 頭では、 ヴ ァ イ オリンの 1 - 12 番が pp で高音のクラス タ ーを始め、 コント
ラパスとチェロが模倣的に、 順次、 宜 で緒留の上や駒の真上を弾き始める。 この時、 第 2
部の終わりに現われ たフレー ズはまだ続いているが、 第641］、節の 冒頭までには、 徐 々 に消
えて行く （譜例 7 ）。
ヴ ァ イ オリンのクラス タ ーは次第に音量を増 し、 第64小節で 宜 になり、 この時ヴ ィ オ
ラも 宜 でクラス タ ーを始める。 この後、 各セク ションのクラス タ ーは音域や音量を変え
ながら、 第70小節においてテ ュッテ イ で奏されるクラ イ マックスのクラ ス タ ーに むかつて
行く （譜例 8 ）。 このクラス タ ーは、 c a 音から C # S 音の 4 分の 1 音上までを四分音でう




と して定着 している。 この作品を初めて聴くと、 弦楽器の特殊奏法やクラス タ ーによって
作られる斬新な音色に注目 して しまう。 ベンデレ ツ キが弦楽器に前衛的な音色を与えるこ
とができたのは、 彼が少年時代からヴ ァ イ オリンに親 しみヴ ァ イ オリンを愛 し、 ヴ ァ イ オ
リンに精通 していたからであ ろう。
『広島の犠牲者に捧げる哀歌』において、 音色の斬新さ ばかりでなく、 もう一つ 見落と
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し ではならないのがこの作品の持つ厳格な書法である。 この作品は、 非常に古典的な構成
を持っている。 全体は明確な三部形式で書かれ、 点描主義的な中 間部 （第 2 部） がクラス
タ ーに支配 さ れた外側の部分 （第 1 部と第 2 部） を引き立たせ ている制 。 また、 これま
で見てきたよ う に厳格な対位法が用いられている。 クラス タ ー や騒音的な音群の導入は、
すべて模倣的に行なわれ、 クラス タ ーの動きも非常に対位法的である。
ベンデレ ツ キの作品の持つ ポピ ュラリテイは、 彼の古典的手法と無関係ではない。 古典
的な形式は作品に構成力を与え、 カ ノ ンなどの模倣的な声部の動きは作品に音響デザイ ン
面で秩序をもたせている。 このことは、 彼の作品が聴衆を置き去りに し ていないことの一
因であ ろ う 。
すでに述べたが、『広 島の犠牲者に捧げる哀歌』は二日間で仕上げられたと言われている。
構想を練った期 間を含めるとこの作品のためにもっと長い期 間を要 したことは確かである
が、この作品の構成面を考えるとこの作品が短時間で完成 されたということも理解できる。
この作品の古典的な構成を用いた時には、 作品のア イ デア さ え得られたなら、 作曲を進め
ることはきわめて スムー ズであ ろ う 。
『広 島の犠牲者に捧げる哀歌』ばかりでなくべンデレ ツ キの作品には、 多くの点で古典
的な性格が残 さ れている。 このことは彼の筆が速く、 そ し て彼が多作家であることと無関
係ではない。
これまでペンデレ ツ キの作曲技法について述べてきたが、 彼の作品が聴衆に強くアピー
ル し ていることを考えると、 ここで忘れてならないのは、 彼のパーソナリテ ィ とその一面
を形成 し ているポーラン ド人と し ての彼の生い立ちである。 ポ ーラン ドは18世紀以来、 外
敵に侵略 さ れ続け、 第二次世界大戦では壊滅的な打撃を受けた。 アウ シ ュ ヴイ ツ ツ の悲劇
はその ほ んの一例に し か過 ぎない。
ベンデレ ツ キは、 不幸な歴史的背景を持つ ポーラン ドとい う 固に生まれ、 第二次世界大
戦ではナ チ・ ド イ ツ のユダヤ人虐殺を目のあたりに し て いる。 この経験が、 彼の音楽に影
を落と し、 強烈な表現力をあたえていることも十分考えられる。
『広 島の犠牲者に捧げる哀歌』 は、 1960年代に書かれた、 当時の極端な前衛的作品であ
るが、 構成面では非常に古典的であり、 この作品の持つ強烈な表現力はベンデレ ツ キの生
い立ちと深く関わっている。 そ し て、 騒音的な響きの中にある厳格な秩序と激烈な表現力
が、 この作品のみならずペンデレ ツ キの作品の大きな魅力となっているのである。
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表 1
ABBREVIATIONS AND SYMBOLS 
= ordinario ord . 
= sul ponticello s . p . 
= s叫 tastos .  t . 
= col legno c . l .  
= legno battuto 1 .  batt . 
= raised by 114 tone 
ルールH
LF
= raised by 3/ 4 tone 
= lowrerd by 114 tone 
= lowrerd by 3/ 4 tone 
= highest note of the instrument (indefinite pitch) 
play between bridge and tailpiece 
= arpeggio on 4 strings behind the bridge 
= play on tailpiece (arco) 




= percussion effect strike the upper sounding board of the violin with the nut 
or the finger-tips 
= several irregular changes of bow 門V
= molto vibrato ‘酬・・・w
= very slow vibrato with a 1/4 tone frequency difference produced by sliding ノ『’‘・，
也e finger 





mm. 26 30 
r :  1 2 3 4 5 
mm. 50 
r: 13 12 1 1  10 
n: 10 1 1  12 13 
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60 
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m: 8 9 10 11  12 13 14 15 16 17 17 16 15 x x x x 
-56 一









叫 ：.I ; 
前也、2
••b.t.I 




1 -6 1� ・ … ・ ． ι ．
川 Ii-- － 一 一 一 一 … ー一 … ー ー ・ ー ＿ ， ＿ 手二
· -
13・1叫一 一 ＿ ＿ ,.. ＿ ＿ 一 一 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ .!£__ 
#.. 19.24IL - ; 
； 企 ·. ... 
1-s f.L. / 
I� l t 
, .5 1L _ _ . 品 企
10  Violoncelli I! \ ... .t. 制。 1：－ － 一 一 ー ・ ・ 一 一 一 ～ ー ー ー ー … … ・ ・ ・ ー ー ー ＿ ＿ ＿： ＿ … ← ・ ー ・ ・ － － － ー ・ ＿ .JL_
.t. 
1 -4 1－ － … ・ ・ ・ ー ． ． ． ． ． 主－ � i 
8 Contrabbassi I; •-I• - - - _ _ JI_ 
! 1 5" 
24 Violini 
1 0  Viole 
．． 
． －． ..........‘� 
． －． －
• ．． ．． 
． 
’ 























J O  VI 














. ...肱 pl且 ・四・

















廿 . ...” 制調制 LL 全 小幅lie』」斗」ムー
m－小＋－
. .... ・ ・R・ plu.













i 15"  
- 58ー
ク シ シ ト フ ・ ペ ン デ レ ツ キ 『広 島の犠牲者 に捧げる 哀歌』 に 関 す る 考察
...... 」！＇！！ι一一 ， , . . .  一ーー. ： 吋 τ＝＝ー












－ ， E ’固’E’' .. 
” 































ク シ シ ト フ ・ ペ ン デ レ ツ キ r広 島の犠牲者に捧げる 哀歌』 に 関 す る 考察
⑧ 
/ ( con .....  f� ・可 ’ － －1- - - - - -
’ E  f＝＂＂ー＇ ，ーh, _. ・ 回 a 岬ー 事� . 例且 .，. � · ： 健闘 ”.. · - "' 
I• ，.，. .ー一一」司E一一=7' � . n� ’ ： ， g三一一一J ’p ; � . �  d. · �ー← ’ ？”・ •ol G 令 ' 一16 I-
; - 白 司 �－ － · － －－ － － · • · ·i!'. . . . . .  1 . ,r ' ' 』n，一一－ ＇
I 
• i P皿 ＆－＂＂・一一 ・ ・・W・A・ •.• ・ ・ ・ B ’ a 例且 ＋ 日
目 ・＂＇＂ £ f 
F. 4 四叫 h ’ J一一一「f ． ： 一�� ’ " : ... ＇ 畦3VI 2 I· · 一…－ － －－ － － － －ー←一一11 n ' ,.. I ' V ' ,, • I i ' .., -r.t ー『 ＇ . 1 戸• ＇ － ' "'" ＿，一一’3 1－一 一 一 ・ ー ・ ・ ー ー tf°'' ’ ”ー長ミ寺三 ;"1 : g ら戸＝ー－ .－一一一’－， 牢 a,i . :T.＇.一； ’‘ . ... ' .. ... 
Ii <11 ' • I ' f-· . ， · ， ‘ ”  Ii e 可Z・吾「 : ..... ケ－· て平T ·-r 一 一一； f lid. ： －・－ 7:· ·- - - － ：.�� －二ι1 if ' : 1: ，＿， ＿『Ii ' � , � 
; I loon ・ 一 司 ’ニニ＝＝±ι一＿. ' ... ' ' "' ． 円 �· －一、 ； 戸＝s －「�s－ー『
2Cb 
2 J# ＂＂＂＂· 一 ’ 一’ f . 
' 
・ づ‘－� • ' '"" •·•· ' ' 'T s ....！..了τ可子ずーE， ’ t ,. • n ,., - .,, ’ 1 5” e � ' 
譜例 5
a－－S 


















岬 �－－ －� 
岬＝＝＝一ーーふ • ’ ＇  ＂醐 ..... .：·：..＊ ’ 念 。
a， 』企 . . .; . ... . 
LI仇 ＂＇量 ； .
辛�－ － － � － 十 榊 ；•·•· e , it r::z:::二二二． � 間四 醐d， 悼 』舎 ·; ., 
写二 …－ － �－ 一 一 － … － － 一 一一 － . . .. � ; . & 
I ' . ’ 』ざ一� : ; .... ... ’ · �.· τ． 
"Jr r 
長昌三一 よ…－·－ · － - - . � －  - －：二一 一 三：�－二三子喜畠司 ー ー ー － . - - ,.,. ’ u  ’ f 
� f ’i f� �－ ! ......... � . . .  － �··－ pla. ' --;:i.:;:: i 些』陸












13 み． つ二一幸 四 ‘一－一
.，， ·� I 
• ; • 
M 酔． ． ． ． ． ． － － － －汚�� �』 二 七7二 一－－ ．：一 一 ？司． ． ． － 司 ． -- . 石τl· � ’ ” � ,; －γ F一s一： i .IT ; . ; .  _: . . ... － 令
16 5· ・ ・俊 一一 一千恒三 ム主主一一 一；ー ‘ ー…＿： . .  J ・ ・ ・ 一 一 一一 ； o.I. : 
·, ；ム ー’ 平戸===f= ' ・ ？一ーミァーっ
l's 
""'· r--1 －『 ， ＇＂ ' I ， ・ ’ ザ..... .... ; ' 
I � , －•·ー 『 lI .,, " 
1'・一 一 小島 ．3VI r· 匁昨 ’ T ,, ' s; E ，押・
I 






二 : _! . . .  :. ヶ ） ：． 'i:=- • � : －•.，...「.�：』 ー i
I 






’M � s －；；；；－＂ ・ － 一 一 一 一 － ！�·－�. ':'.:.' 一一 「よ？ 一一一一. - !  
..... .. ’ ； .－－ s－..－－ ’一 ； ii ' ·�－ － · · · · · ·戸 ， .／ ' 
s ー「 ’ ・剛 j怪 ' ’ ... ' ’ ‘ ’ 
"41! L : <.I. ’ E  ：＿，� : 二：－＇ru 月一f-:-s一
円 畠ー ー ・
－ ；店，；；..：；＿ ＿一 － · － － －�'i'.. . .. � －－＝�τ： ... .. : 山 幸 :.,, 却 1・ ・ － － － － － - - －一一一 一 ； 7・ ι p !"" • · － 守 一 一 一 一一 ． 一 一 一 一 一 一 ・ う
U '  , D ; ! 
... －ー一ーーー－
， －一一ーー→よー一一一一色 ; F一ー・ 一？「L .. ' 
3Vl s ；寸プ－ . '· ' 時 ＇！！：： !'! • Jr  g手＝－, _ ， ’？ー－ · －ー『・帽・H個d. ; ι，L 








3 � - - f争 ！ ＋
- . , p r ；｛.� 
• •  - f「・ ・ ・事 ・ … ・ ・ ・ 1 ・t _. 
r, • r T 
! 15＂ ’ 一一ー＝1
， 』 ー ・ ・ ・ ・ ・ ・ 旬、 － － －－’ ・ ’ ' 司 -·- . ，ー ・ 一『 ； ！ － ，＆ 瓦 ； ' ' """' ""'· t i  . ： 咋 「
J' . : , I ・ ． ”II ; : II＝ーー ’ � ! ’ ‘ ・ ... . • : 
- - - . . . . .. . . . . . . . . . . . . . . . . ・
・ 「
ー － - - - - - - - .. - - - - .. - . . .. .. .. .. . - . . . - - .. - -
’ 1＝－－－－’i  
. �ムー当」ー ! 一
I 
- 62ー
ク シ シ 卜 フ ・ ベ ン デ レ ツ キ r広 島の犠午｜者に捧げる 哀歌』 に 関 す る 考察
譜例 5
4Vn 
F一一・ －－ 1「一‘ －－－d 
‘ － · � fi .
ー 一 ー ー 一 一 一 司 ー ー ー





.. . . ．、 一 ー ー 、 － －h ・ ， －－‘ ＇ . ‘





1 7  
4Vn 'r �－＂�－ － .:• ' I  H’ f つl ff •• 
一
←－
' p・ . . . ・ ，γ’·�· f 一 ← － f ' ・ I －－－ ・ ・
＇ ：.＿ ＿一一三三＝ー �ー ’ ーー よ：乙•＿！＿＿＿ 一 一一一一一 ' ' I  ff,,_. + 守二二二r二 一 － 一 一 一 一 主主三「さ干で士＝， - ff �＝�－ 
3Vl s 』1→ー －i r - . ' ’，，－一一 ' 





3Vc s [. . . ・ し
凪＂＇







2Cb 3 [" . ：� ·＿：二二 ；－＿.；＿；＿� - · － · － 一 一 千一二 畑 一一‘ 三千L · - - - - - - - - ·  車E主『
' p. ，．， ＝＝＝＝＝＝＝＝＝ーーーーーーーーー ，p ,,,,,. 札 r I - 一 小－ － 一 - - ·  - 玉三三三百’ 一一－ s - F一一 ‘ .�. � 
. �－f • 
.,
, － �一世企 ← � 
 ～ . . . .  :,"7,;;:".：，，沖三三三空空空三空三三三主主ー一．， －－－『 ，.＿＿＿ ， ＿‘ I ，川＇ .‘， ， I  ff 重量1← 一 ・ ー ー
ー
ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ト ー ー 一 一 二二二二三三三・ 一「 d m・ 一一‘一一 I ニ二二二ーでヰー一＿ ，
" 室主予三宮ヰ＝干叩 』一一一一－...－一一二連＝＝＝＝
t . 白 ” － · －ー ' . . 
3VI • •  t 
� ・ 一τ 白 ．＋ ’－ . － ー ' - - -
·
- .  ・ 宇 ⑤ 句 ・ ・ 一 一 ー ー ー ー － . 
・p �ー ， ーー-
l 
，，－ 一一一一←ー －／�
一 一 －�... ， 一 一 一 ’ － 
I . L- - + .  . : �；�� ..…，d. • " ...
市
’ E  v ” ， . • ' ' t 
-
，＝ーーーーー〒 ’ • o p. I JVc ・ 1- - - - · － － � － ー ー ー ー －： ー ー . . 二 T －－ーーーー『ー一回？ーーーー一一宇
"" ‘炉ーー－· －ー可L
' －一ー 士三竺E竺＝士T吋 . ' . .  
’ 聖曹司�三＝＝里雪聖子ー � 豆ーモ竺＝＂＇＝竺竺竺＝一一ー一一一ー一’ ー ー ー ー ー ー ー ー 句 ー ・ ・ ー － .－ ・ ー ・ ・ ー’ 一” ー ・ ， ””  .tr=ーー ，ー Z同 副，e ,.. ' • • a・・ 周回
j 2Cb ・ I - ·; 1�＝：， · ., . . . . . .  �：� ...一 … M ： ー ： ・.. - -l ・ E・




n v aav 
2・
- 63 -
L A ’  4 h q  lf� 
譜例 6
2Cb 
1 7  
n 





ク シ シ ト フ ・ ベ ン デ レ ツ キ 『広島の犠牲者に捧げる 哀歌』 に 関 す る 考察
⑧U'CO 
13 1£�一. l z::'f:., ' . � . . ' I .ball. linl：.：ー l • E宗！ ，ー . pizz. ! I V ’ ， : l マ f I w ’ l ’ y  ＇ ’ 
・ 4 E寸、 .. . ： 』 十 ， ＇ . !Ill. . ' . 1"111 .• ; • 小 、 ι ＋ ‘ ー· ' •Vn : : lょ ：・ ' ; • �： • ：：凶： 4 < �： マよ ’ : . t ' : ：� �i � ' : t: : : :...; : � :  ： ， ：ょ ： ；'Ill' ' ' y ’ F ' 
I ·�· －， ；ア�· ＋ 円 ， � I��.一： ， ：－：不 プ ， ＋ ーI v ’ ・ ＇ v 
• [ 4下 ー ’ " t ' ' . 問 1'1111 ' . u 小 ' . t 3VI 7 r ·v , r • l ， ， 、 マ ’ ＇ . 1111" ' y , I小 ー ’ i ， 十 ， I 【 ， ' '  l胤 ． ' • � rf' . 1 』 ＋ 
' I  . J�，ーて ； ヶ与－：－. ; a円 ． ， ； ．  川 ， ．小 ・.�： ＇ + . . L巴 s ー・ ' � ＂ I w ’ ＇ 7 ) ' � ’  
3Vc � li ； ， ： ： ， ； 問 ： 品 川 小 ： ＋llJI" 
3 lt γ ！ ＇ ＇ 千 ， ； ．〔 』 l 州 ・ • － 小 人 ＋ 一 ’ 1 1 y ' ' I \JI' i ’ ＿！＿ . ' F ’ 
' ,;ij'ててー， 1 て－.，.－.. ＇ . 【 ． ， • , IMtt. - : . ．小脳 ： ，  ＋ 
2Cb 
� 1; : . : . r . :: � � . : . ： ： ： ；： ： ， ； ーI v ’ l ’ v ’ F ’ 
11 I�イ？ー？？ 苧＂ －：：：－－－－る－， , area A"＇ －， 十iア， ＋ I .ball. 京·－.F ’ F ' 'I L世 ’
.. _ .; 叩 ー→一－. －－・一『 帥 ＼ “小 ． ' .. l ' : + . ' ' 附↑I .
4Vn 
. . l 山。 凡一一J ， リ ’ ' ' , ’ ' � ’  ゾ1111" ’I 1' .. " ' , , a 小 . ' . ! . ) ' t ... • tT干ー ＇ . ー ： ＼ ’ リ ’ T ”  十 l 守1111' ’
20 le(( __ . 一 一 一 一 一 . . : , ... ' '  J卜 ' ' .  ! , ， ＋ー ’ ' 刷出町， V ’ 1 ’ M ’ ＇I世一一－·一一l f ' ＿， 一一 戸一－； － ' , 
u小 l .. ! ' t . ＇ ； 同ti .
‘ 町 ' l 一一‘ － ' 7 � ’ 可 ’ H ’  l ’1111" 
3VI 5 L . 一 一 . . �－ 一 一 一 －� .tt ' ' ' 沖 ! ' ・ 十 ， ＼鵬
t ' � I 一一 ‘ ＿ · 守 レ ’ • ' 1 ’ F ’  , ' IJll" 
• 1� - 一 一 一 ；�＂ • t ; ' ·� � � ’ :l 't' ’ ＼州
][ . 1� - - - - ー ト h ’ ＂＇ : ·  4��九 �'t' 
l ：�： � �  
- � 
L ，へt . . - � ' : . 
f ' . . ・ 一一＿ ，
2Cb 3 h If ' 七二 “；. � �！γ A� ＇. t ,, 
L二 万…a ・m ヶ,r,-,--, ' �.it 
’「， CO:' ア＝ー ロー ＇· ＇－－＇－：＇ ：�ー’ ＿'Y ＇ 串
4Vn 1; : ; ' - •  �：； · － －  · - - · : - J：十← 一 一 一 ー ヲ ト一一工ここ←一＿＇ .. t. H高主奪三 ー ー ー
？ に ； 二ー ィ － �一
川 ・ ｝ 一 一 一 一 一 一 ＇ ＇ ヶ ト ー ケ - :- － － －：...：＿＿：＿ ； ·ー 斗トJ
l ' f ' ' I  • t ' .. ＋ “ 
I : t _ _ _  - _·_ - －－ � － ： ：＿ · -_ -_ _ _ _ _ _ _ _ _ _e _ · _ _  -＿ ＿ ：；： ： 【 ；，..• : � � I 1：二；�� �··· ·�·�I • ,,,,_ ' 
2Cb • t�.Ft"- - - - - -f::. :;='p-- ·�；三 『�ti- '
譜例 6






. � . 小
’ 同 a •• rt、
. � ， 小
＇ � . rト L
’ � . ー小' 1 1 - • V 』
l 門 ， ．小 ll 円 ， 小
a 門 ， ＿；：；：：－·�：' y 
’ 円 a a小 ！’ τ v  y 
。 円， b小 島
． 【， ．〆ト ー i 





1 · 1 2謹














� 十干 .... � �＇ ーペFiす ’ � ' ....十十一六井
一づ－←チ
�竺月レ I ：－－：；，� 付 7� ' ＂＇＂. 守 ，＋
ザ ； ’ J ’ J ： ‘
. .' �・” 附11' '
ザ ド ’ ..JUI' 




． ，  ” 
... .... ム ，
’H 
fl I 
A‘ A‘  H' I 
. : - • • • － 平三三＝I .6 1 : － 一 － －正三±叩Ve s L 
- · - - · 
_rr:r-ム寸ー
I :  ,p i • ' . 
I� － 一 拝FI n 
耳
8Cb 
� - L 
· - -J 




－ ・ 4 ， ． e
SB902 
-66ー
ク シ シ ト フ ・ ベ ン デ レ ツ キ 『広 島の犠牲者 に捧げる 哀歌』 に 関す る 考察
一一＠
， 









:,_ • ' •'••• •/• •  
＠ 
1 2Vn1-12奇





















lOVc ’ －  
’，b品...＿...，.，.，：.，. .. －一一一一一�
! 30・・
8Cb 
- 67 -
SB902 
